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	１．学内外諸会議等報告
	（１）部局長連絡会議
	（２）環境・安全委員会
	環境・安全委員会について報告があった。
	環境・安全報告書が完成したとの報告があった。
	喫煙に対する苦情が寄せられており、今後踏み込んだ対応が必要との意見もあるとの報告があった。
	ストレスチェックの実施が義務化され、平成２７年１２月からの施行の予定であるとの報告があった。
	（３）学務審議会
	学務審議会について、平成２９年度から、全学教育科目が現在のセメスター制からクォーター制に試験的に変更予定であるとの報告があった。今後、専門教育科目でも可能な限り実施することが求められているとの説明があった。
	その後クォーター制についての諸課題について説明があった。
	（４）国際交流委員会
	国際交流委員会について説明があった。大学間交流協定、部局間交流協定の締結について説明があり、ダブルディグリーの締結についての説明があった。また、スーパーグローバル大学創成支援の取組みの一環として、シラバスの英語化について説明があった。
	（５）ＵＲＡ連携協議会
	ＵＲＡ連携協議会について説明があった。ＵＲＡセンターで部局別研究活動分析を行っているとの報告があり、その内容について説明があった。また、通研に対する分析結果の説明が１１月２日（月）に実施されるとの報告があった。
	（６）学生生活審議会
	学生生活審議会について以下の報告があった。
	・ 大学祭が今月末に開催されることに伴い、１０月３０日（金）が休講になるとの報告があった。
	・ 大学の運行しているバスが、地下鉄東西線の開通とともに、廃止となる区間があるとの報告があった。学生の負担増につながる点は要検討であるとの報告があった。
	・ 学生の飲酒問題について、部局においても注意されたいとの説明があった。
	・ 学友会の会費について、協力願いたいとの報告があった。
	２．運営会議等報告
	（１）研究企画委員会
	研究企画委員会について説明があった。従来の検討事項に加え、次年度の共同研究プロジェクトに関して議論があり、産学連携に焦点を当てた区分も加えることについて検討しているとの説明があった。
	（２）安全衛生委員会
	（３）建物環境委員会
	（４）学部教務委員会
	学部教務委員会について資料に基づき説明があった。クォーター制について、他大学の実施例等を知っている方がいればご教示願いたいとの依頼があった。
	（５）電気・情報系進路指導委員会
	１．次期所長候補者の選挙について
	議長から、選挙管理委員会委員について、慣例どおり年齢順の教授３名とすることについて提案があり、審議の結果承認した。
	また、選挙において所信表明を行うことについて次回以降の選挙に向けて議論することとした。
	配布資料に基づき次期所長候補者選挙の日程について説明があり、審議の結果承認した。
	２．教員の再任について
	教員の再任について、資料に基づき説明があり、審議の結果承認した。任期は１年５ヶ月とすることとした。
	３．准教授選考委員会の設置について
	ナノスピン実験室半導体スピントロニクス研究室において准教授選考委員会を設置することについて提案があり、審議の結果承認した。
	４．助教の任用について
	議長から、助教の任用について資料に基づき説明があった。補足説明があり、本人事は部局ビジョンの外国人枠を使用するとの説明があり、審議の結果承認した。任期は、３年とすることとし、再任の場合は指導教員の定年までの５ヶ月とすることとした。
	５．特任教授の兼務について
	特任教授の兼務について資料に基づき説明があり、審議の結果承認した。
	６．非常勤研究員の任用について
	議長から、非常勤研究員の任用について資料に基づき説明があり、審議の結果承認した。
	７．平成２７年度客員研究室教員について
	議長から、平成２７年度客員研究室教員について資料に基づき説明があり、審議の結果承認した。
	８．平成２７年度外国人研究員の任用について
	平成２７年度外国人研究員の任用について資料に基づき説明があり、審議の結果承認した。
	９．部局間学術交流協定の更新について
	部局間学術交流協定の更新について資料に基づき説明があり、審議の結果承認した。
	１０．平成２７年度総長裁量経費（第２回）について
	議長から、平成２７年度総長裁量経費（第２回）について資料に基づき説明があり、審議の結果承認した。
	１１．その他
	（１）来年度の進路指導委員について
	来年度の進路指導委員について１１月から活動を開始するとの報告があった。
	（２）談話交流会WGの設置について
	談話交流会WGの設置について提案があり、審議の結果承認した。
	第１回談話交流会の様子について、資料に基づき説明があった。経費等について議論があった。
	１．その他
	（１）東京フォーラム２０１５について
	東京フォーラム２０１５について資料に基づき説明があった。
	RIEC Awardについて説明があった。財団理事会において審査終了後、公式に発表になるとの説明があり、併せて審査委員等関係者について謝辞があった。
	（３）防災訓練について

